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アメ リカ新劇運動め黎明は1911年,ア イルランドのダブリンから海を

渡ってアメ リカ合衆国へ巡業にやって来 た アベイ劇団(AbbeyTheatre)

によってもたらされた。彼等は自国の劇作家シング(J.M.Synge)や イ

ェーツ(Yeats)や グレゴリー夫人(LadyGregory)等 の劇曲を紹介 し乍

ら,そ のアイルラン ド劇特有の詩的雰囲気に充ちた舞台をアメリカの観衆

lD前に繰 り拡げてみせた。これらのアイルランド独自の異教的な伝説にも

とついた審美的な舞台.或 いは国民感情を情熱的にうたいあげた気迫に満

ちた舞台を目の前にして,ア メ リカ人達はその芸術的な香 りの高さに完全

に魅了されてしまった。

彼らに とってそれは驚 くべき新鮮な刺戟であった。何故ならそれまで彼

等の世界には演劇 と名づけるよりも"お 芝居"と 呼ぶにふさわ しい舞台 し

か持たなか ったからである。

劇場と云 うものは卑俗な大衆に猥雑な娯楽を提供する場所でしかなかっ

たし,劇 作家 と云 うものは小説家や詩人 とは比較にならない教養の低い保

守的な因襲的な職人 としが考えられていなかった。劇場の数こそ,ニ ュー

ヨークでは当時すでに40の 多きに達していたが,そ こで演じられている

ものはwell-madeplayや ドタバ タ喜劇を一歩も出るものではなく,俳 優

達も大げさな演技で観客を湧かせていた。

しかし,1898年 に終結した米西戦争を契機として,ア メリカの 海外市

場の獲得 と共に急速に発達を遂げた産業ブルジョワジーとそれに対立する
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労 働 階 級 の争 い は 日増 しに激 烈 化 し,1905年 シ カ ゴにお い て,万 国労 働

者 組 合 の結 成 へ と発 展 した。

労働 者層 の 間 か らは 真面 目な 欧州 近代 劇 を 求 め る声 が起 り,一 部 の 素 人

劇 団 の 手 に よ って 上 演 され た事 もあ った。 それ と同時 に20世 紀 初 頭 には,

ヨ ー ロ ッパ か ら続 々 と移 民 が相 次 い で ア メ リカに 移住 して 来 た 。

ドイ ヅ人,フ ィン ラ ン ド人,ハ ン ガ リヤ 人,ユ ダヤ 人,ロ シ ヤ人,等 々

… …
。 そ して彼 等 は 夫 々の 故 国 の演 劇 を この 新 しい 大 陸 に持 ち込 んで 来 た

の で あ る。 彼 等 は演 劇 サ ー ク ル を作 っ て,厳 しい 労 働 の 余 暇 に,自 分 達 の

舞 台 に再 現 され る祖 国 の 生活 や風 土 に涙 しな が ら切 な い望 郷 の念 を辛 う じ

て抑 え た の で あ る。

しか し,言 語 の障 壁 は な お,彼 等 とア メ リカ人 達 の文 化 交 流 を さ また げ

て い た 。 そ して ヨ ー ロ ッパ の有 名 な劇 作 家 の名 前 も一 部 の演 劇 愛 好 家 以 外

にた い した意 味 を持 た なか った 。

しか し,そ の一 部 の 愛 好 家 の 手 に依 って ア メ リカの 近代 劇 の 芽 は徐 々 に

土 壌 中 に そ の根 をは ぐ くみ,の ば して い た。 ブ ロ ン ソ ン ・ハ ワー ド(Bron-

sonHoward,1842-1908)や,オ ー ガ ス タ ス ・トマ ス(AugustusThomas,

1857-1934)や,ク ライ ド ・フ ィ ッチ(ClydeFitch,1865-1909)な ど も従

来 のeasy-goingな 演 劇 の傾 向 か ら の脱 皮 を試 み,よ り写 実 的 な要 素 をそ

れ らの作 品 に加 え る事 に努 力 した。

劇 作 家 と云 うよ りむ しろ高 遇 な詩 人 と して名 声 の あ った ウ ィ リア ム ・ム

ーデ ィ(WilliamV.Moody,1869-1910)は,1906年 に ニ ュー イ ン グ ラ

ン ド生 れ の 娘 と,ア リゾナ の 開拓 者 の若 者 との 出会 い と,彼 等 の結 婚 を主

題 と して,ピ ュー リタ ニ ズ ムの 持 つ 伝 統 と,フ ロ ンテ ィア精 神 とが,対 立

し,和 合 して い く過 程 を心 理 的 に 描 い た 作 品 「大 分 水 嶺 」"TheGreat

Divide"を 発 表 し,ア メ リカ演劇 界 に高 度 な新 風 を送 った 。

こ う云 う情 勢 下 にあ っ て来 訪 した ア イル ラ ン ド劇 団 の公 演 は,ア メ リカ
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初期の アメ リカ演劇 オニールまで

演 劇 に と っ て覚 醒 剤 として 強 烈 に 作 用 した 事 は 云 うま で も ない 。 この様 に

しrヨ ー ロ ッパ の 近 代 劇 に刺 戟 され た ア メ リカ演 劇 界 も1910年 代 に な っ

て よ うや く創 造 的 な近 代 劇 へ の 方 向 を定 めた ので あ った 。

ア メ リカ独 自 の新 劇 発 生 の 基 礎 とな った の柢 各 地 に あ る大 学 で あ った 。

先 づ,・ ・一バ ー ド大 学 の ベ イ カニ 教 授(GeorgePierceBaker,1866-1935)

は劇 作,演 出,演 技 に 関 した 講 座 を も うけ,実 際 に実験 的 な舞 台 を 通 して

学 生達 を指 導 した 。 彼 の 講 座番 号 が47で あ った と こ ろ か ら"The47

WorkshoP"と 名 付 け られ.そ こか ら は,オ ニ ー ル(EugineO'Neil,1888-

1953),バ リー(PhilipBarry,1896-1949>,ハ ワー ド(SydneyHoward,:

1891-1939)そ の他,数 多 くの劇 作 家,演 出家 を うん だ。 この方 法 に よ っ

て コ ロ ン ビア 大 学 の マ シ ュー ズ(BranderMarthews)教 授 や,北 キ ャロ

ラ イ ナ大 学 の コ ッ ク(FredricKoch)教 授 もそ れ ぞ れ の 大 学 の演 劇 科 にお

い て大 き な功 績 を もた ら した。

1911年 か ら12年 にか け て ア メ リカ各 地 に起 った 小劇 場 運動 は こ うした

大 学 の 活 発 な劇 演 活 動 に刺 戟 され た結 果 で あ った。 シ カ ゴのモ ー リス ・ブ

ラ ウ ン夫 妻 の シ カ ゴ小 劇 場(TheLittleThertre),ボ ス トン の ラ イマ ン 。

ゲ ール 夫 人 の玩 見 劇 場(TheToyTheatre),ト マ ー ス ・デ ィ ッキ ン ソ ソ

の ウ ィ ス コ ン シ ン劇 場(WisconsinTheatre)デ トロ イ トの ア ー ツ ・ア ソ

ド ・ク ラ フ ト ・シ ア タ ー(TheArtsandCraftsTheatre)等 が 相 次 い で

誕 生 した 。

これ らの劇 団 は,イ プ セ ンそ の他 の作 家 の作 品 の舞 台 上 演 の他 に雑 誌 や

脚 本 等 を 発 行 す る事 に よ って,ア メ リカ劇 作 家 の 養成 か ら次第 に大 衆 の 演

劇 に対 す る趣 向 を変 え てい った 。

1914年 に は後 は シ ァタ ー ・キ ル ド(TheatreGuild)に な り,ア メ リカ

演 劇 の 中心 とな った ワシ ン トン ・ス ク ェア劇 団(TheWashingtonSquare

Players)が,翌15年 に は マ セ チ ュー セ ッツ州 の プ ロヴ ィン ス タ ウ ンに 於
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て,プ ロヴ ィン タ ウ ン劇 場(ProvincetownPlayers)が 創 立 され た。

ワ シ ン トン ・ス ク ェ ア劇 団 は1914年 か ら18年 の 間 に62の 一 幕 劇 と6

の 多 幕 劇 を上 演 した。

プuヴ ィンス タ ウン劇 場 で は オ ニ ー ル(EugineO'Nei1),ク ッ ク(George

CCook)ユ グ ラ スベ ル(SusanGraspell),ジ ョー ンズ(RobertE・Jones)

等 が 中 心 とな った が,ポ ー ル ・グ リー ン(PaulGreen)も こ こか ら生 まれ

た。 オ ニ ール の 「カー デ ィフを 指 して 東 へ 」"BoundEastforCardiff"

を始 め とし,彼 の1920年 代 の作 品 は殆 ん ど この劇 団 で 初 演 され てい る。

同 じ頃,隣 人 劇 場(TheNeighbourhoodTheatre)が 生 まれ,1915年 は

ま さ に小 劇 場 運 動 がそ の頂 点 に達 した 年 で あ った 。

この 運 動 も ア メ リカの 第 一 次 大 戦 へ の 参 加 で 挫 折 したか に見 えた が,急

速 に そ の成 果 を もた ら し,短 い期 聞 の活 躍 で は あ った が,今 日の ア メ リカ

演 劇 精 神 の 基 盤 を きづ きあ げ た の で あ る。

II

ア メ リカ の近 代 劇 の 誕 生 は ユ ー ジ ン ・オ ニ ール の 出 現 を ま っ て始 ま る…

… と云 っ て も過 言 で は あ るま い。

オ ニ ー ルが 始 め て書 い た 多 幕劇,「 地 平 線 の 彼 方 」"BeyontheHori-

zon"は1920年2月,ブ ロ ー ドウ ェ イで160回 連 続 上 演,尚,ピ ュ ー リ ッ

ア ー賞 を 受賞 した 。 そ の 秋 には 「皇 帝 ジ ョー ン ズ」"EmperorJones"を

発 表 し,彼 の劇 作 家 と して の地 位 を確 立 し,ア メ リカ演 劇 を世 界 的 水 準 に

ま で高 め た 。

海 に あ こが れ な が ら兄 ア ン ド リュウ の許 嫁 ル ー ス と恋 に お ち た た め に あ

こが れ の海 に も出 られ ず,不 幸 な一 生 を送 る ロバ ー ト,弟 に許 嫁 を とられ

た た め,心 な らず も海 へ 出 て行 か ね ば な らなか った ア ン ドリ ュウ,又,真

実 の 愛 を求 め て ロバ ー トと結 婚 した ル ー ス,こ れ ら の 人達 の心 の葛 藤 を テ

ー マ と した この文 学 の 香 り高 い 悲 劇 が,軽 喜劇 や 冒険 劇 に よ って 占領 され

..



初期のアメリカ演劇一 オニールまで

ズ いたブロー ドウェイの商業演劇にいどみ,見 事突破 口を開いた。 これに

より,当 時の若い劇作家達は大いに刺戟され,事 実,1920年 を契機にモダ

ン ・ドラマの作家達が次々とあらわれ,ア メリカ演劇の大転換期を形づ く

ったのであった。

ユージン 。オニール(EugeneGladstoneO'Nei1,1888-1953)は,ニ ュ、

一ヨーク市の現在,ブ ロードウェイ劇場街となっているあた りで呱々の声

をあげた。

父はその当時の人気俳優で,当 り役の 「モンテ ・クリスト伯」を持って

巡業に出ている事が多かったので,幼 いオニールもその旅先のホテルや舞

台裏で育 てられた。母は音楽的才能 に恵まれた女性であった。

この2人 はもとは と云えばアイルラン ドからの貧しい移民であつたぶ,

オニールが生まれたのはすでに父親が世に出てから後の事であり,経 済的

にはさして不自由はなかった。少年期のオニールは,7才 迄父の一座 と旅

廻 りをし,そ の後は両親の宗教であるカトリック系の寄宿舎のある学校に

送 られたが,宗 教的改律に反抗 して,し ばしば転校を余儀なくされた。

プリンス トソ大学も中途退学し,そ の後かなり放従な生活を送る様にな

る。学業,最 初の結婚に失敗 した彼は,平 水夫,金 鉱探索人,波 止場の浮

浪者,新 聞記者と転 々と職を変えた揚句,一 番長かった船乗 り生 活の不摂

生がたた って胸を病み,サ ナ トリウム入 りとなる。

そこでの半年の安静が彼に勉強,反 省の機会を与え,劇 作家 として再出

発を志す ところ となった。

1913年,退 院するや,猛 然と筆をとり,そ の1年 間に 自分の船乗 り生

活からテーマを取 った一幕物を沢山習作した。入院中愛読したス トリンド

ベ リイやイプセンの影響のみられるこれらの作品をまとめて最初の著作集

として同年に,父 親が 自費出版してやっている。

1914年,ハ ーバード大学のベイカー教授の門を叩き,有 名 なThe47
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WorkshOPの 教室に通ったが,す でに創作の基礎を修得ずみのオニールに

とっては満足出来 る様 な講議 もなかったのか,翌 年,そ こを去 り,グ リニ

ヅチ ・ヴィレッヂの住民 とな り,酒 を友 としながら執筆を続けた。

1916年 の夏,マ セチューセ ッツ州の避暑地,プ ロヴィンスタウン に遊

んだが,こ こでジ ョージ ・クラム・クックとその夫人のスーザン・グラス

ペルを中心とする若い演劇愛好家達 と親交を持つ様になった。彼等は棧橋

の小 さな魚置場を改築 した祖末な劇場で芝居をしていた。そこヘ トランク

に一杯の脚本を持ったオニールが現われた。彼等の劇団,プ ロヴィンスタ

ウソ劇場でオニールの 「カーデ ィフを指して東へ」"BoundEastforCar-

dill"が 上演され,ク ヅクが中心人物のヤンクの役を勤め,オ ニール自身

も出演し,波 止場の劇場で船乗 りの生活を扱った芝居と云う誂え向きの条

件で,観 客に非常な感銘を与えた。

その後,こ の劇団はニューヨークに進出し,ア メリカ人作家の紹介をモ

ットーとする劇作家劇場(PlaywrightsTheatre)と して活躍を続け,彼

自身も海洋劇を次々と書いて舞台にのせた。

彼の作品は1913年 から18年 の習作時代,1919年 から24年 頃迄の自然

主義及び 表現主義の長篇劇時代,1925年 次後の 超自然主義時代 と3期 に

大別出来 る。

初期のものは放浪時代の生活,特 に船乗 り生活から自己の体験を題材と

した一幕物が多く,「鯨油」"Ile"や 「綱」"TheRope"等 にみられる様

な,人 間の執念や欲望などに焦点が合わされており,又 運命論者 としての

彼の人生観が打ちだされている。

中期には長篇を多く発表し,技 巧,内 容共に円熟 し,彼 の傑作の大部分

はこの時代に書かれている。

後期に至って彼の目は内側へとむけられる様になり,超 自然主義的な傾

向 が 見 られる様になった。 「喪服の似合 うエレク トラ"MourningBe・
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初 期の アメ リカ演劇～ オニー ルまで

comesElectra"や 「奇 妙 な幕 合 」"StrangeInterlude"が そ の代 表 的 な

も の で あ る。

彼 の名 声 が 確 立 され た の は 長 篇 劇 曲,「 地 平 線 の 彼 方 」"Beyondthe

Horizon"で あ る事 は す で に述 べ た 。 兄 と弟 と,弟 と結 婚 す る破 目 に落 ち

い った兄 の 許 嫁 の 三 人 の織 りなす 人 間 模様,夢 と現 実 との くい ちが い の 悲

劇 は,そ れ まで の ア メ リカ演 劇 の 善 人 は栄 え,悪 人 は 亡 び る と云 う決 りき

ったハ ッ ピ ィ ・エ ン ド的 な メ ロ ドラマ の思 想 を 否定 し,善 人,必 ず し も幸

福 に は終 ら な い事 を主 張 して,新 しい演 劇 的 な ア イ ロニ ーの在 り方 を示 し

て い る。

この大 成 功 に気 を よ く した オ ニ ーILは,翌 年,1921年 に や は り 自 然 主

義 傾 向 の 「藁 」"TheStraw"と 「金 」"Gold",続 い て 「ア ンナ ・ク リ

ステ ィ」"-AnnaChristie"を 発 表 した。

この作 品 は 二 度 目の ピ ュ ー リ ッア ー賞 を 受 賞 した が,魔 力 的 な海 に よ っ

て 象 徴 され る 自然 の 大 きな 力 か ら逃 れ よ う と して逃 れ られ な い 船 長 の 父娘

を主 人公 と して,人 間 の 思 想 や 意 志 が 如何 に 自然 の前 で は無 力 な も の で あ

るか を描 い て い る。

1920年 の 「皇 帝 ジ ョー ン ズ」"TheEmperorJones"と1923年 の 「毛

猿 」"TheHairyApe"の 二作 品 は,前 述 の作 品 とは が ら りと傾 向 を変 え

た 表 現 主 義 的 な構 成 を持 つ 斬 新 な 実験 的 作 品 で あ る。

前 者 は も と寝 台 車 の ボ ー イ を してい た 黒 人 が 西 イ ン ドの島 で 皇 帝 とな っ

て 君 臨 して い る うち に土 人 達 の反 乱 に あ って 森 の 中 に逃 げ こ んで 死 ぬ と云

う話 で,黒 人 の 心 理 的 な体 験 を通 じ て,表 現 主 義 的 な構 成 を も って描 か れ

て い る。

後 者 は この様 式 化 の傾 向 を更 に 強 め た も の で,定 期 船 の火 夫,ヤ ン ク を

主 人 公 と して,過 去 の原 始 的 な生 活 と理 性 が 支 配 す る文 明 との板 ば さみ に

な って,自 分 の居 場 所 を求 め て遂 に は動 物 園 の ゴ リラ の檻 の 中 に入 って 死
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んでしまうと云う自己分裂の悲劇を描いたものである6

1924年 には劇作家夫妻の 心理的葛藤を題材にした 「夫 婦」"Welded"

と白人の娘 と黒人の恋愛の中における人種的な劣等感をテーマとした 「す

べて神の子には翼がある」"AllGod'sChillunGotWings"を 書き,男

女間の理性では解決出来ない潜在的苦悩を心理的にこまか く描いている。

一般にオニールの全作品を貫いているテーマは夢に生きるむなしさであ

るが,そ れは従来のアメ リカ社会でみとめられて来た道徳感や人間観,即

ち,伝 統的なピュリタニズムの厳格 さとフロンテ ィア精神の楽天主義の上

に機械文明がもたらす無限の進化の夢を抱いているアメリカ人の思想に対

する否定である。

フロイド心理学の影響を受けているオニールは,そ の後の作品にも,人

間の愛欲や物欲,ピ ュー リタン的な道徳的概念によって認められていた様

々な人間関係の上にもその思想を一貫させている。

これ.ら中期の創作傾向の終 りを飾 っているのが,1924年 に書かれた 厂輸

の木蔭の欲望」"DesireUnderTheElms"で ある。

この作品は初演の時,内 容があまりにも背徳的なので,上 演中止を命ぜ

られ,つ いには裁判沙汰にまでなった と云 う曰く付きのものである。

1950年 代,ニ ューイングランドの75才 の一農夫 とその若い後妻 と,先

妻の息子の三人が,原 始的な祖野な感情をもってお りなす愛欲 と物欲の葛

藤の中に,普 遍的な人間性を描いている。

若い後妻 と,先 妻の息子 との理性的対立,情 欲的融合 と云う矛盾した関

係が この劇曲の主軸 となっているが,両 者の情欲が二人の間に子供を誕生

させ る事によって,理 性的対立に緊張を生 じる。

しかし,女 が男の心を取 り戻そうとして子供を殺す事によって ドラマは

急激にクライマックスへと展開す るが,や がては真の人間性に目覚める事

によって終る。
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親子の争い,近 親相姦,嬰 児殺 し等の暗い空気の中で,彼 は登場する三

人の主人公達に三枚の夢を持たせ ながら,ピ ューリタニズムの道徳通念 と

異教的自然主義との対立を象徴的なセヅトの中で巧みに分析している。

その後,彼 の作風は後期に見られる様な超自然主義的なもの,秘 神主義

的なものへ と発展してい くのであるが,1925年 の 「泉」"TheFountain"

に於ける青春の泉を現世に求めて得 られなかった主人公が自分の生まれ変

りの様な青年 と自分の昔の恋人の娘の中に永生の秘密を見いだす……と云

うこの神秘的な生命観は,そ れから3年 後に書かれた 「百万長 者 の マ ル

コ」"MarcoMillions"の 中に受け継がれている。

これはマルコ・ポーロをコ¥ヅ トと云 う教養のない当世風実業家に見立

てて諷刺 した作品で,こ の中に登場する東洋人にやは り 「泉」に於ける様

な永生の生命の思想が見られる。

この作品は異国情緒の絵巻物的形式を用いて 「泉」と共にオニールの作

品のファンタヂックな一面を表わ している。 「偉大な 神ブラウン」"The

GreatGodBrown"(1926年)で は物質的なものと精神的なものとの対

立と矛盾 を現世の成功者ブラウンとこれに対立するデ ィオンとアン トニィ

の二人が夫々世間に対する時には仮面をつける形式によって表現し,現 代

の物質主義を批判 している。

聖書の人物の登場させた 「ラザレス笑 えり」"LazarusLaughed"(1928

年)で も時間,性 格の象徴に仮面を使用 しているが,こ れらの作品も思想

的には頂点に達 した感があるが,劇 曲そのものとしては充分 こなされてい

ない感がある。

1928年 の 「奇妙な幕間狂言」"StrangeInterlude"で は世界大戦で許

婚を失 った大学教授の娘二寡ナが,精 神病の血統のある夫,夫 に秘密で関

係を結び,子 供まで生んだ若い医師,彼 女に父親の様な愛情で接してくる

小説家の三人の男性の中にあって,そ のどれにも真の情熱を燃す事が出来
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ず に悩むが,や がて子供の成長夫は急死,医 師は研究に熱中と夫々,自 分

の元から去ってい くと云う小説風の大作である。女主人公の愛情の意識の

流れを象徴的に表わしたこの作品は,第 三回のピューリッア賞を受与して

い る。 これらの作品には人間の苦悩が仮面や独白の形で進あられ,迫 力の

ある作風 となっている。 悲劇 「ダイナモ」"Dynamo"(1929)は,新 教

徒から無神論者 とな り,科 学に対 しても信頼を失い,遂 には人間性に対す

る不信のあまり巨大なダイナモの中に身を投げて自殺する若者を描いたも

のであるが,劇 としては観念的に過 ぎる失敗作である。 しかし,彼 の思想

の偏歴を知るため).TLは重要な意味を持 っている。

その後,二 年余 り苦心に苦心を重ね,「稿を数回改めてや っと31年 の春

に完成 したのがオニールの最高傑作 と云われている 「裏服の似合 うエ レク

トラ」"MourningBecomesElectra"で ある。

これは時代を南北戦争の直後とし,舞 台をニューイングランドにおき,

ギ リシャ悲劇,ア イスキュロスのオ レステ ィアをもとにして,フ ロイ ドの

精神分析によって新しい解釈をほどこしたものである。

父母姉弟と,母 の愛人と云う5人 の人物が織 りなす愛憎の複雑な心理関

係,緊 張感が,こ の劇全体にわたろて見られる。

父の毒殺,愛 人の射殺,母 の自殺,弟 の自殺 と次々と死んで,最 後に姉

のエレクトラが一人,喪 服姿で残 り,や がて大きな柱の後に退場で幕が降

りると云 う雄大な構想で,仮 面や独白によらず自己分裂に悩む現代人の苦

肉を常々と異常な迫力で描 き出している。

カトリヅクの中に真の信仰を見い出す男を主人公 とした 「限 りなき日」

"D
aysWithoutEnd"は1931年 に書かれ,33年 には彼の作品としては

めづらしく家庭的な劇曲 「ああ荒野」"Ah,Wilderness!"が 発表された。

その頃から彼は 健康を害 し,神 経疾患パーキンソン氏病のため1936年

の ノーベル賞も病院で受賞 したと云われている。
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彼 の虚 無 的 な 入 生観 が 最 も明 白に 表 わ され てい る のが,グ リニ ッチ ・ヴ

ィ レ ッ ヅの 安 酒 場 に た む ろ して い る人 生 の敗 者 た ち をモ デ ル に して 書 か れ

た 「永 人来 る」"TheIcemanCometh"(1946)で あ る。

彼 の遺 作 と な'っ た 「夜 へ の 長 い 旅 路」"LongDay'sJourneyInto

Night"は1941年 に 完 成 され た が,故 人 の 還 言 に よ っ て,彼 の 死 後25年

間 は 発 表 を許 され ない 筈 で あ った が,1956年,未 亡 人 の意 志 に よ っ て 出

版 され,ス トック ホ ル ム で初 演 され た 。

これ は,1912年 頃,ニ ュ ー ・ロ ソ ドンに於 け る オ ニ ー ルー 家 の 生 活 を1'

描 い た も の で,そ こに登 場 す る人物 は,オ ニ ー ル を思 わ せ る胸 を病 む神 経

質 な男,頑 固一 徹 な役 者 で あ る父,麻 薬 患者 の 母,酒 飲 み の兄 と非 常 に暗

い 家 庭 が 描 か れ て い る。

この 様 な異 常 な性 格 の人 物 ばか りを登 場 させ,各 々の 持 つ悩 み を告 白 さ

せ な が ら ス トー リーは 発 展 してい くの で あ るが,麻 薬 中 毒 の母 親 の 中 に,

ダ イナ モ に 於 け る母 親 とも共 通 した,オ ニ ール の 女 性観 や母 親 に対 す る 概

念 が理 解 出 来 る。

晩 年 は か な り悲 惨 で,神 経 疾 患 がは か ばか し くな く,手 のふ る えが 次 第

に全 身 に ま で 及 び,遂 には,執 筆 不 可 能 な状 態 に な り,何 篇 に もわ た って

一 家 の歴 史 を書 くつ も りで 構 想 を練 って い た"Cycle"も 途 中で 止 め て し

ま った。

私 生 活 に於 い て も三 度 結 婚 し,子 供 達 に も 自殺 され た り,ア ル 中に な ら

れ た りで さ して 恵 ま れ る事 もな く,1953年11月27日 肺 炎 で 孤 独 の うち

に生 涯 を閉 じた。

彼 の 死 後,上 演 され た"LongDay'sJourneyInto"は 四 度 目の ピ ュ

ー リ ヅア賞 を うけ,又,完 成 を見 な か った"Cycle"の 中か ら 「詩 人 の 血 」

"IATouchofthePoet"カ ミ1958年 に 発表 され た
。
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皿

19世末のヨーロヅパに於ける自然主義文学運動が演劇の革新運動につな

がり,様 々な名称で呼ばれる近代劇場がヨーロッパ各地に生まれ,演 劇が

芸術 としても又文学としてもあまり高 く評価されず,独 自のものも持たな

か ったアメリカに就いても次第にヨーロッパの影響をうける様になった。

既成の俗悪劇から一歩進んだアメリカ独自の演劇をアメリカ人作家の手

によって生み出し,発 展させて行こうと云 う運動が起こり,各 地で小劇場

なるものが誕生 した。

こうした小劇場運動の中から多 くの優れた劇作家が生まれ,今 月のアメ

リカ演劇隆盛への道をひろいたのである。アメリカ小劇場運動はいわばア

メリカ演劇史の畑であり,作家達はそこで地ならしをし新 しい種 をまいた。

そ して一番に芽を出し,大 収穫をもたらしたのが,ア メリカ演劇の父 と

も云われているユージン ・オニールではなかろうか。

彼の緊密な作劇法は,後 に生まれた多くの作家達に何 らかの形で影響を

及ぼしているのは否めない事実である。
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